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練馬区の将来像を考える区民懇談会 

健康福祉分野分科会 中間報告書 

 

１． 現状における課題 

（１）「地域社会」に係る課題 
・地域における人間関係の希薄化が、介護や子育てに際しての孤立感を増大させていま

す。障害のある人やお年寄りを中心に、生活不安が広がっています。 
・一人暮らし高齢者世帯が増加しており、その孤立が不安視されています。特に、介護

においては、一人暮らし高齢者世帯は同居世帯に比べ、在宅介護が困難となるケース

が多いと考えられることから、相互扶助による仕組みの形成が求められています。 
 

■「地域社会」に係る課題 
＊ 地域における人間関係の希薄化が、介護、子育ての孤立感を増大させています。 

・地域社会における人と人との関係が希薄化しており、介護、子育てなどの場面

で孤立感を深めることが多くなっています。 
・社会の先行きに不透明感もあり、障害のある人やお年寄りは、とりわけ生活に

対する不安を抱えています。 
 

＊ 一人暮らし高齢世帯が増加しており、特に孤立感を深める恐れがあります。 

・練馬区の一人暮らし高齢世帯数は、他区に比べても非常に多くなっています。 
・一人暮らし高齢者は、健康面の問題や適当な活動の場がない等の理由から孤

立しがちで、周囲との人間関係も希薄化しています。 
・高齢者世帯が増加しており、介護者の負担軽減がないと在宅介護が難しくなっ

ています。 
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（２）「子育て支援」に係る課題 
・安心して子育てに専念でき、子育てと親のキャリアアップが両立するような社会環境

の整備と意識改革が求められています。 
・出産から育児、保育所、幼稚園、学校まで子育てしやすい環境を整え、またそれをサ

ポートするシステム（行政と地域力）が必要とされています。 
 

■「子育て支援」に係る課題 
＊ 安心して子育てができる社会環境と意識改革が必要とされています。 

・子どもの立場から言えば、乳幼児期は少しでも家族と一緒にいる時間が大切で

すが、働き方や家族のあり方の変化などによるライフスタイルの多様化の現実

があり、社会環境や一人一人の意識改革が追いついていません。 
・本当は３歳まで休職したいのに、３歳からでは保育園に入りにくいので、０歳

から入園できるよう復職する女性や、復職が難しくなることを避けるために早

期に復職する人、また保育園に入れず退職してしまう女性も多くなっていま

す。 
・安心して子育てができる社会環境と意識改革が必要とされています。 
 

＊ 子育てをサポートするシステムが必要とされています。 

・出産から育児、保育所、幼稚園、学校まで子育てしやすい環境を整え、またそ

れをサポートするシステム（行政と地域力）が必要とされています。 
・練馬区の保育サービスの質を維持しながら、家族ごとのライフスタイルにあっ

たメニューも選択できるよう、保育時間などの面において多様なサービスが求

められています。 

・練馬区では、様々な子育て支援の取り組みがありますが、中には十分に知られ

ていない取り組みもみられます。このため、子育て支援に関わる既存のリソー

ス（資源～人・もの・場所～）を最大限活用していくことが求められます。 
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（３）「高齢者・障害者福祉」に係る課題 
・緊急入院の受け入れが可能な病院など医療環境の整備や、認知症予防・歯科医療の受

診体制の整備など健康増進のための取り組みが必要とされています。 
・障害者に対する正しい理解を促進し、障害者が地域の中で自立した生活が営まれるよ

う、地域社会全体で障害者の自立を支援していくことが求められています。 
・市民、事業体、行政が一体的に活動できるような推進制度が求められています。 
 

■「高齢者・障害者福祉」に係る課題 
＊ 緊急入院の受け入れが可能な病院が求められています。 

・練馬区は、他区より健康福祉の面では進んでいますが、病床数などの医療の面

では遅れています。 
・緊急入院の受け入れが可能な病院が不足しています。 

＊ 認知症予防や歯科医療の受診体制の整備など健康増進のための取り組みが必要

とされています。 

・認知症予防の活動のネットワークを広げていくことが求められています。 
・あらゆる世代が平等に手厚い歯科医療が受診できる体制が求められています。 

＊ 障害者の自立支援の促進や障害者に対する正しい理解が求められています。 

・障害者自立支援法により就労支援事業が推進されていますが、親の高齢化に伴

う親子入居可能グループホームの設置などの検討が必要とされています。 
・高齢者、障害者が地域の一員として当たり前に暮らせる様なノーマライゼー

ションの視点が重要となっています。 
・障害者の生活のしづらさ、ホスピタリズムに対する理解と啓発を進め、理解を

もって人々が生活できるようにすることが求められています。 
・外見で分かる障害に対する保障や支援は広がってきていますが、認知症、自閉

症、高次脳機能障害、AD/HD（注意欠陥/多動性障害）、LD（学習障害）等外

見では分からない障害に対する理解は十分に進んでいません。これらの障害に

対する支援の拡大が必要となっています。 
＊ 市民、事業体、行政が一体的に活動できるような推進制度が求められています。 

・市民、事業体、行政が一体的に活動できるような推進制度が必要とされていま

す。 
・行政には、地域の相談窓口や関係機関など現在不備がある点を見直していくこ

とが求められています。また、地域でのまとまりを向上させるための組織の見

直しなどが求められています。 
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２． 練馬区がめざすべき将来像 

 
（１）「悩みや不安を身近で解消できる地域社会」をめざします 
・誰もが安心して暮らすことができ、身近な地域で、気軽に安心して悩みや不安を相談で

きる「悩みや不安を身近で解消できる地域社会」 
をめざします。 

 

 
 
 

＜めざすべき将来像１ 「悩みや不安を身近で解消できる地域社会」＞ 
＊ 支え合いつながりを持てる地域社会 

・一人暮らし高齢者が安心して住める町 

・地域での連帯感の共有 

・つながりをもてる“場” 

・経験や知識を活かす支えあいの地域づくり 

＊ 気軽に悩みを相談でき、情報交換ができる場 

・高齢者や、その家族が医療、健康、介護などに関して、安心して相談し、今後

どうしたら良いかなどのアドバイスをもらえる。 

・高齢者、子育て中の人、軽度の障害のある方、介護者など、少しの時間を集い、

そこで息ぬき、情報交換ができる。 

・郵便局、薬屋さんで介護の相談が気軽にできる。 
・町の商店街に、ほっとステーションのようなものができ、高齢者、子ども、子

育て中の親子などが気軽に集い、顔のみえる地域 
・コミュニティーの場（顔が合わせられる様な場所） 

 

＜取り組みの方向性＞ 
＊身近な地域で気軽に不安や悩みを相談できる仕組みをつくる 

・「地域の総合相談窓口」の設置 

－専門知識や協力意向を持つ人材の確保 

－身近な地域での場所の確保／柔軟な運営時間の設定 

－区内企業からの協賛金による運営資金の確保 

－総合相談窓口のホームページ作成 

・総合相談窓口と地域との関係・連携を深める 

－町会等との関係づくり・連携 

－地域の専門家との関係づくり・連携 

・総合相談窓口と既存の相談窓口との連携を促進する 
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－地域の総合相談窓口のイメージ（第３回健康福祉分野分科会 グループ討議結果）－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＴの活用
地域の情報が
手に入る！

世代を越えた窓口

相談員のフォロー
アップ（スーパー
バイザー）

ホームページ →
ブログetc …
メール

情報の周知方法が
ない（情報難民が
いる）

総合相談窓口の
ホームページ作成

地域の中でつなが
りをもつ
（ネットワーク）

町会枠をこえる
つながり
ネットワーク

身近な相談相手

専門相談のところ
につなぐ、又は
本人が相談する

地域の人材育成 専門知識人材

福祉の専門的知識
のある人材
（リーダー的な）

人材（相談を
受ける）が少ない

専門相談が必要

ボランティアを調整
するところがない

総合のところで
話の内容整理し
振りわけする

人材
相談受けることの
できる人の配置

相談受付時間の拡大
（日中以外にも）

ホームページ上での
情報交換、相互相談
できる場を作る

ボランティア提供者、
受給者とも登録制、
会員制に

３６５日２４時間
受け付ける所がない

運営する人
平等（誰でも参加できる）

２４時間、土曜、
日曜、祝日の人材

なんでも相談
総合相談窓口
をまず１ヶ所作る

民間との協働が
できるかどうか

行政の委託
ではなく協働

財政がない場所の問題
（駅から近く？）
（それとも？）

気軽に立ち寄れる
身近な場所

場所の確保

いろんなスタイル
の場所を作る

空き教室
空き店舗
私塾の昼間

課題
・いつでも相談を受け
られる体制
・人材育成
・それぞれのグループ
のネットワークを

町内会、自治会、
学校PTA育成、
地区区民館、
老人会etc
の活用

行政行政

安定した運営
を行うため財
政のうらづけ
（人、場所
etc確保のた
め）

運営資金運営資金

場所場所

“地域の総合相談窓口”
体制体制

時間時間人材人材

ネットワークネットワーク

情報情報

ＩＴ活用ＩＴ活用

ネーミング
・ねりまホットステーション
・みんなのかけこみ寺
・なんでも相談センター

問題点・課題

取り組みの方向性
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－取り組みの方向性のイメージ（第４回健康福祉分野分科会 グループ討議結果）－ 

 

気軽に話すことが出来
受け入れることにより
ほとんど解決できる

地域ネットワークの構築

イベントの取り組み
仲間づくり

総合相談窓口

地域で身近な相談窓口
町会単位

なんでも相談総合相談
窓口をまず１カ所作る

社会福祉士程度の知識 ＮＰＯ、ボランティア
団体との連帯

町会、自治会、学校Ｐ
ＴＡ育成、老人会、商
店会、民生児童委員会、
社会福祉協議会

人間関係の構築 同じ立場の人
の集まり

既存の相談窓口が
どう連携をとるか

・運営資金
・民間との協力
どこまで出来るか

居場所

傾聴の心のある人

総合相談窓口

専門性のある者

ネットワーク
それぞれの点をつなぐ

①地域で関係・連携を深める ②相談窓口の連携
（既存も含めた）

☆取り組みの方向性

～身近な地域で気軽に不安や悩みを相談できるしくみをつくる～
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（２）「子育てする人が引っ越してきたい街 長く住み続けたい街」をめざします 
・練馬区の子育てしやすい良い面を伸ばしていくことにより、子育て中の家族が、安心し

て子育てでき、住み続けることができる「子育てする人が引っ越してきたい街 長

く住み続けたい街」 
をめざします。 

 
＜めざすべき将来像２「子育てする人が引っ越してきたい街、長く住み続けたい街」＞ 
＊ 不安なく子育てができる社会 

・不安なく子育てができる社会 
・現代の子育ての大変さへの理解が市民一人ひとりに浸透している状況 
・虐待、いじめ、非行を最大限予防し、起きた時には最適な対処のできる社会 
・子育て中の家庭もそうでない家庭も、同様に人生を愉しめる社会 

＊ 住み慣れた地域で長く住み続けたいまち 

・地域で子育てを応援し、住みなれた地域で、老後を迎えることができる 
・世代を超えて助け合い、住んでいてよかったと思える町（子育て終了世代が若

い世代を応援する、あるいは、今の１０代が練馬で子育てをして、親の世代や

障害のある人を支えていける） 
・子育てする人が一度居ついたら居続けたくなる街 

＜取り組みの方向性＞ 
＊子育て時期に応じた既存リソース（資源－人・もの・場所－）の活用 

 

・妊娠・出産期 

－助産師・保健師・ひろば・保育園等のリソースの活用 

－赤ちゃん訪問事業※の採用 ／等 

・乳幼児期（在宅） 

－子育てバウチャー（クーポン）の普及 

－ひろばの増加・内容の充実 ／等 

・乳幼児期（幼保育園） 

－メールを活用した情報提供 

－子育てマップ等のホームページ事業 ／等 

・小学生期 

－プレイパークの常設 

－学校施設の地域住民・乳幼児など他の世代を対象とした利用の促進 ／等 

・中・高生期 

－思春期の子育て支援 ／等 

・青年期 

－青年期特有の問題に関する情報収集と問題の明確化 ／等 

※厚生労働省：生後４か月までの全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業） 
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－子育て時期に応じたリソースの活用アイデア－ 

（第４回健康福祉分野分科会 グループ討議結果）※第３回の討議結果を踏まえ表形式で整理 

 

方向性

妊娠・出産
在 宅→幼

―乳 幼

保 育 園
児―

小学生 中・高生 青年期

リソース

＊助産師

＊保健師

＊ひろば

＊保育園

＊幼・保の未就園
児サービス

＊ひろば
－子育てのひろば

「ぴよぴよ」
－子育て中の

親同士の交流の
場「にこにこ」

＊民間ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
－子育てマップ
＊保育園
－病児保育
－延長保育

＊イベント型
プレイパーク

＊学校
＊児童館
＊区民館
＊学童保育

＊学校
＊児童館
＊区民館
＊スタジオ

（不明）

※想定される問
題
・ネット問題
・徘徊
・リストカット
・ニート
・引きこもり
・摂食障害 等

具体的
アイデア

☆上記リソース
の活用

☆赤ちゃん訪問
事業の採用

☆子育てバウ
チャーor クーポ
ン

☆ひろばの増加・
内容の充実（ア
ウトリーチ、レ
スパイト）

☆メール活用によ
る情報提供

☆ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ事業
－マップづくり

☆プレイパー
クの常設

☆充実した学
校施設の多様
な利用

－地域住民
－乳幼児など

他の世代

☆地域と学校
区を一致させ
るよう戻す

☆思春期の子
育て支援

☆児童館・区
民館の夜間
開放（民間
委託）

☆情報収集に
よる問題
の明確化

☆親支援

方向性

妊娠・出産
在 宅→幼

―乳 幼

保 育 園
児―

小学生 中・高生 青年期

リソース

＊助産師

＊保健師

＊ひろば

＊保育園

＊幼・保の未就園
児サービス

＊ひろば
－子育てのひろば

「ぴよぴよ」
－子育て中の

親同士の交流の
場「にこにこ」

＊民間ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
－子育てマップ
＊保育園
－病児保育
－延長保育

＊イベント型
プレイパーク

＊学校
＊児童館
＊区民館
＊学童保育

＊学校
＊児童館
＊区民館
＊スタジオ

（不明）

※想定される問
題
・ネット問題
・徘徊
・リストカット
・ニート
・引きこもり
・摂食障害 等

具体的
アイデア

☆上記リソース
の活用

☆赤ちゃん訪問
事業の採用

☆子育てバウ
チャーor クーポ
ン

☆ひろばの増加・
内容の充実（ア
ウトリーチ、レ
スパイト）

☆メール活用によ
る情報提供

☆ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ事業
－マップづくり

☆プレイパー
クの常設

☆充実した学
校施設の多様
な利用

－地域住民
－乳幼児など

他の世代

☆地域と学校
区を一致させ
るよう戻す

☆思春期の子
育て支援

☆児童館・区
民館の夜間
開放（民間
委託）

☆情報収集に
よる問題
の明確化

☆親支援

既存のリソース（資源－人・もの・場所－）を活かす
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（３）「地域の人と関わり支え合いながら高齢者、障害者の方が明るく暮らせる

まち」をめざします 
・高齢者や障害者の方が住み慣れた地域で健康で明るく暮らせる「地域の人と関わり支

え合いながら高齢者、障害者の方が明るく暮らせるまち」 
をめざします。 

・あらゆる世代が基本的人権を理解し、守ることで、高齢者や障害者に対する理解の輪を

広め、地域における専門家を含めたネットワークの形成をめざします。 

 

＜めざすべき将来像３ 「地域の人と関わり支え合いながら高齢者、障害者の方が明

るく暮らせるまち」＞ 
＊地域の人との関わり、支え合い 

・こどもからお年寄り、障害者までお互いをたすけあえる社会 
・高齢者や障害者が地域で自分なりの生きがいや励みとなるもの、あるいは人と

のつながりをもって生活できる 
・住みなれた町、地域で過ごせるようにする 
・地域社会の自立・共生 
＊高齢者、障害者の方が明るく暮らせる 

・高齢者、障害者が地域の一員として当たり前に暮らせる 
・認知症を発症しても、地域の人に支えられて暮らせる町 
・都内で一番認知症予防に力を入れている町 
・認知症の人が住み慣れた町 
・子どもからお年寄りまで誰しもが、何の不安もなく心身ともに健康で生きてい

けるまち 
・医療の充実したまち 
・健康年令が延びている 
・小、中学校で介護施設などの施設で、ボランティアと交流が盛ん 

 

＜取り組みの方向性＞ 
＊健康・医療の充実 

・総合的な健康予防ステーションの設置 
・高齢者、障害者が安心して住める場所（グループホーム、ケアホーム）の確保 
・在宅を支える、かかりつけ医の確保 
・軽度の肺炎、発熱などで緊急入院できる病院の確保 
・24 時間対応できる電話相談、医療機関の整備 ／等 
＊地域福祉の理解とネットワーク 

・小学校の空き教室を利用した、障害者の人が地域の人と遊ぶことができる場の確保 
 ・使い易い成年後見制度の普及 ／等 
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－健康福祉分野分科会 第３回・第４回グループ討議結果－ 

 

要介護予防事業の周知

要介護になる前の元気な
方々がより健康を保てる
様にフィットネスなど
ウェルネスの充実

24時間対応できる
電話相談、医療機
関の整備

（在宅）医療機関の
ネットワーク作り

緊急通報の
システムの充実

認知症予防事業
の充実、啓発

心障者及び在宅要介護
高齢者歯科診療事業対
象者への周知

専門病院が区内にない。

社会的入院の方々の退院
促進を支援する（精神）

サービスサービス

医療医療

健康・医療の充実健康・医療の充実

緊急入院（軽度の肺炎、
発熱などで）出来る病
院があるとよい

在宅を支える
かかりつけ医の紹介（推進）

高齢者、障害者の健康予防ス
テーションの設置（総合的）

小規模多機能型居宅介護
グループホームの充実

高齢者、障害者が安心して住める場所
（グループホーム、ケアホーム）

公共施設の有効活用

NPO法人の

設立助成

障害者や高齢者の
コミュニティーの
閉鎖的な環境の打破

施設施設

事業体事業体

第３回討議結果

第４回討議結果
（第３回討議結果に追加・一部重複）
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偏見の解消
各種講演会の実施
社会啓発

配食サービス
受診介助
安否確認の在宅訪問

身近な病気の理解
うつ病、統合失調症

市民、事業体、行政
が一体的に活動出来
る推進制度創設

相談窓口の整理
関係機関の充実

自立生活支援事業

利用したいものを
素早く見つけられ
るような整備
HPや冊子

NPOの活用
存在している
ものをまとめて、
区民の窓口

ニーズを満たすた
めの役立つ、快適
な備品
車イス、手すり、
鏡、家

休日、急患診療
時間の準夜間延
長（歯科）

地域福祉向上の
為の組織見直し

市民と専門家に
よる共同推進

法律法律

制度制度

行政行政

理解理解

ネットワークネットワーク

ボランティアボランティア

使い易い成年後見制度の普及

地域福祉の理解とネットワーク地域福祉の理解とネットワーク

小学校の空教室を使った
障害者も地域の人と
仲良く遊ぶ集う会！！
（体操、ゲームなどに遊び、
地域の人と仲良くなる）

問題の共有
家族・本人
社会資源の創設

第３回討議結果

第４回討議結果
（第３回討議結果に追加・一部重複）


